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47.教室における小児外科の現況
高橋英世(千大第二外科〉
最近の外科，麻酔の進歩は高令者のみならず，小児の
外科的疾患にもその恩恵を及ぼしている。教室において
は，昭和 34年以来，小児外科的概念の導入に伴ない，多
くの小児外科疾患を取り扱ってきた。
今回は，昭和 34年以降，教室で施行ーした小児手術を，
年度別，性別，年令別，手術部位別に統計的観察を加
え，併せて教室における昭和 34年度以降の新生児症例 
22例に検討を加え，同時に教室における小児外科の現況
を報告した。 
48. 易IJ出胃濯流
小高通夫(千大二外科〉 
Denervationされた臓器単独の機能を知るというこ
とは，機能研究の面はいうに及ばず，治療あるいは手術
術式決定など興味ある課題を含んでいる。胃生理に関す
る研究は古くから行なわれているが，今なお未解決の分
野が多く，しかも Denervationされた胃の機能につい
て余り，検索されてない。剃出胃濯流には invivoと 
in vitroの二種があり，前者は血管吻合により胃を移植
する方法であり，後者は別出胃を人工心肺装置に連絡し
て濯流する方法である。
急性移植実験における histamine，endogenous gast・ 
rin，exogenous gastrinに対する酸分泌機能について
の結果を報告し，自家同種二つの全胃移植法を使用し
て，いわゆる antralinhibitory hormoneを否定した。 
In vitroの実験では，人工心として，拍動式 Bellows
型 Pumpを使用した。別出胃は Histamineに対して 
100%の酸分泌を示し，最長濯流時間 1時間という好結
果を得た。この事実より，刷出臓器濯流において，拍動
が重要な意義を有していることが， うかがい知れた。 
49.臓器移植について
岩崎洋治(千大二外科〉
腎同種移植の臨床成績のなかで， Denverと Cleav岨 
land (Dr. Nakamoto)の症例を中心に，それら遠隔成
績を中心に紹介した。とくに Denver症例については，
実際に見たり，参加した経験をもとに，成績を向上させ
るための要素について，検討を加えた。 Donorが血縁
者〈父母，兄弟ら〉である場合の 2年生存率は， 60，._80 
%であり，毘体から移植した症例では 30%である。 
Donorの選択としては，血型と白血球(リンパ球〉の型
を参考にして行なっている。白血球の型別に関しては，
手技上でも未解決の点があるが， リンパ球を使つての 
Terasaki Matchingは，臨床成績とかなり一致し，有
望な方法と考える， Rejectionの予防および治療に，抗
リンパ球血清が Denverで，はじめて臨床に使用された
が，将来使用法によっては，有望と考える。当面の問題
としては， Tissue Typingと臓器保存があげられ，こ
れらが解決されると，各種臓器の移植も普及するものと
考える。 
50. 胃癌に対する経皮的腹腔動脈内制癌剤術前大量衝
激注入法について
山下泰徳(千大二外科〉
胃癌の手術成績を向上させるために標題の方法が役立
つか否かを検討する目的で，胃癌 18例，醇頭部癌 2例に
制癌剤を衝撃的に注入した。注入後根治手術施行例は 9
例であり，この注入のために手術時困難を感じたり，術
後出血，肝機能障害などを見たものはない。 Leucopenie
をきたした症例の Mitomycin注入量の平均は 0.52mg/ 
kgで， Leucopenieをきたさなかった症例のそれは 
0.306mg/kgであった。
また根治手術不能症例中約 2/3に主訴の一過性消失ま
たは軽快が見られた。
なお注入方法は昭和 40年癌学会において山田らの報
告したるものとほとんど同様であるが，私どもは Seld-
inger法でなく，教室で考案した股動脈穿刺針を使用し
た。また本報告の詳細は第 4回癌治療学会に報告した。 
51.最近における頭部外傷の手術適応とその診断治療
法について
牧野博安(千大二外科〉
頭部外傷に対する外科的治療法の対照は，頭蓋内に発
生する血腫の除去をその第一義とする。著者は，過去に
おいては，手術適応であると限定されなかった比較的重
篤なる脳挫傷に対して，より早期にかつより積極的に開
頭術を行なってしかも最近発達した，低体温療法，副腎
皮質ホJレモンの大量投与，および，急速脳圧降下剤の適
時使用，を術後に行なって見た。さらに急性期に気管切
開および胃痩造設術を積極的に行なって上気道感染を防
いだ。
最近 7カ月間に 10例の 10日以上意識の無かった患者
についての上記療法の結果を見ると，外傷受傷後直ちに
両側瞳孔散大し，無呼吸となって運ばれてきた 2例とあ
と1例の計 3例を除く 7例は，いずれも全治または軽快
した。 その中には無意識 30日におよぶもの数例の重症
例が含まれている。われわれはこの経験にもとづいて，
